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①
「
島
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
状
況
と
効
果
は
？

②
新
卒
高
校
生
の
就
職
状
況
は
？
帰
省
者

の
た
め
の
窓
口
設
置
を
。

③
人
口
減
少
が
市
や
地
域
に
与
え
る
影
響

は
？

④
人
口
減
少
へ
の
危
機
感
を
市
民
全
体
で

共
有
を
図
れ
！　

　
　

①
移
住
定
住
は
目
標
以
上
の
28
世
帯

36
人
、
窓
口
相
談
は
１
７
６
件
、
出
生
数

は
３
５
０
人
等
、
一
定
の
効
果
は
み
ら
れ

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
。

②
市
内
34
人
、
県
内
27
人
、
県
外
68
人
、

未
内
定
３
人
。
窓
口
は
移
住
定
住
施
策
と

合
わ
せ
啓
発
す
る
。

③
産
業
の
停
滞
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
地
域

交
通
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
低
下
等
、

大
き
な
影
響
が
あ
る
。

④
危
機
感
を
市
民
全
体
で
共
有
す
る
の
が

重
要
。
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。　

　
　

10
月
か
ら
国
の
「
幼
児
教
育
支
援
事

業
」
が
始
ま
る
が
、

①
市
の
子
育
て
支
援
事
業
へ
の
影
響
は
。

②
３
～
５
歳
児
の
副
食
代
の
費
用
が
発
生

す
る
が
、
市
の
支
援
を
考
え
る
べ
き
で

は
？

③
支
援
事
業
の
内
容
や
費
用
の
啓
発
は
？

　
　

①
国
の
幼
児
教
育
無
償
化
の
対
象
園

児
は
１
９
８
１
人
中
９
３
４
人
、
７
４
０

０
万
円
の
負
担
減
。

②
副
食
費
は
園
ご
と
の
実
費
と
な
り
、
市

の
支
援
は
今
後
検
討
し
た
い
。

③
経
費
の
内
容
な
ど
、
行
政
の
思
い
を
伝

え
る
啓
発
の
よ
い
機
会
と
思
う
。

　
　

①
主
な
事
業
と
経
費
は
？

②
市
民
の
関
心
を
高
め
る
事
業
は
？

③
一
口
城
主
や
し
ま
ば
ら
ふ
る
さ
と
寄
付

金
で
の
財
源
確
保
を
。

④
貴
重
な
「
心
字
池
」
の
早
期
整
備
の
促

進
を
。

　
　

①
３
専
門
部
会
で
検
討
し
、
市
民
対

象
事
業
に
１
５
０
万
円
を
予
算
化
。

②
記
念
の
関
連
事
業
を
促
進
し
、
機
運
の

醸
成
を
図
り
た
い
。

③
寄
付
金
の
項
目
に
追
加
予
定
。
一
口
城

主
も
可
能
と
思
う
。

④
景
観
に
配
慮
し
た
柵
の
設
置
を
検
討
し

た
い
。
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出
生
数
を
増
や
す
た
め
の
対
策
は
。

　
　

婚
活
事
業
、
積
極
的
な
子
育
て
支
援

策
、
産
業
振
興
策
な
ど
を
実
施
。

　
　

婚
活
事
業
の
成
果
は
。

　
　

26
年
度
か
ら
実
施
、
成
婚
が
６
組
。

　
　

少
子
化
は
農
家
戸
数
減
も
要
因
、
農

家
の
戸
数
を
減
ら
さ
な
い
施
策
を
。

　
　

農
業
基
盤
整
備
を
行
い
、
農
家
の
大

規
模
機
械
化
、
法
人
化
を
応
援
す
る
。

　
　

郷
土
愛
を
育
み
、
ふ
る
さ
と
の
将
来

を
考
え
る
子
供
を
育
て
て
ほ
し
い
。
愛
情

を
持
ち
子
供
に
地
域
等
と
の
関
係
を
伝
え

る
こ
と
は
、
定
住
に
つ
な
が
る
。　

　
　

議
員
と
同
感
。
郷
土
愛
を
育
む
た
め
、

人
・
も
の
（
自
然
）
・
こ
と
（
伝
統
行
事
）

を
知
ら
せ
る
こ
と
が
大
事
。
人
を
知
り
愛

す
る
、
身
近
な
人
を
愛
す
る
気
持
ち
を
育

て
る
の
が
学
校
教
育
の
責
務
。

　
　

子
供
に
夢
を
抱
か
せ
る
こ
と
も
大
切

だ
が
、
現
実
の
厳
し
い
リ
ス
ク
を
教
え
る

こ
と
も
大
切
。
島
原
で
も
幸
せ
な
生
活
が

送
れ
る
こ
と
も
教
え
る
べ
き
。
そ
の
た
め

に
も
地
方
分
権
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　
　

予
算
の
獲
得
な
ど
中
央
集
権
主
義
の

壁
を
感
じ
る
。
都
会
で
も
田
舎
暮
ら
し
に

憧
れ
を
持
つ
人
も
お
り
、
田
舎
の
よ
さ
を

情
報
発
信
し
続
け
た
い
。
他
の
地
域
を
知

り
初
め
て
ふ
る
さ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
実

感
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
島
原
の
よ
さ
を

教
え
て
い
き
た
い
。

　
　

子
供
の
未
来
の
可
能
性
を
膨
ら
ま
せ

る
の
が
大
人
の
役
割
で
、
子
供
が
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
面
等
で
活
躍
で
き
る
環
境
整
備

が
必
要
と
思
う
。
部
員
数
減
で
対
外
試
合

が
組
め
な
い
部
活
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
対

策
は
。

　
　

学
校
を
超
え
た
部
活
動
同
士
の
合
同

チ
ー
ム
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
の
環
境
整
備
が
必
要
と
感
じ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
学
校
の
ト
イ
レ
事
情
に
つ
い
て

◇
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

◇
農
業
振
興
策
に
つ
い
て
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学
校
の
課
外
活
動

問

A

人
口
減
少
対
策

問
AQAQA Q

Q

人
口
減
少
対
策

問

子
育
て
支
援
事
業

問

島
原
城
築
城
４
０
０
周
年

問


